


2　広報ふるびら　2016. 6

◆
診
療
科
目

　

内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
小
児
科
・

　

皮
膚
科

◆
診
療
時
間

　

受
付
時
間　

午
前　

８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後　

１
時
00
分
か
ら

※
玄
関
の
開
錠
は
、
午
前
８
時
か
ら
で
す

　

の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
立
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　

海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

住
所 

古
平
町
大
字
浜
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
４
番
地
１

　

電
話 

０
１
３
５-

42-
２
１
３
５

　

５
月
６
日
、
後
志
総
合
振
興
局
保
健
環

境
部
長
を
は
じ
め
、
古
平
町
議
会
議
員
や

町
内
会
連
合
会
長
、
海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ

ク
職
員
な
ど
総
勢
38
名
が
参
加
し
、
９
日

の
診
療
開
始
を
前
に
開
所
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
本
間
町
長
が
「
安
心
安
全
な

医
療
を
提
供
し
、
町
民
か
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
診
療
所
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
後
志
総
合
振

興
局
人
見
保
健
環
境
部
長
や
古
平
町
議
会

逢
見
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
余
市
医
師

会
等
か
ら
の
祝
電
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

鵜
木
院
長
は
「
建
物
の
内
装
や
機
械
の

入
替
え
も
行
い
準
備
が
整
っ
た
。
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
こ
れ
か
ら
診
療
所
で
働
く
12
人
の
ス

タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

恵
尚
会

馬
場
統
括
事
務
長
か
ら
町
立
診
療
所
の
運

営
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
も
話
さ
れ
、
式
の

終
わ
り
に
列
席
者
代
表
５
人
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

◆
ス
タ
ッ
フ
紹
介

◎
医
師　
　
　
　
　

鵜
木　

和
久

◎
看
護
師

　

○
主
任
看
護
師　

石
黒　

美
穂

　

○
看
護
師　
　
　

上
田　

佑
輔

　

○
准
看
護
師　
　

佐
々
木　

浩
子

　
　
　
　
　
　
　
　

前
川　

孝
子

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

範
子

　

○
看
護
助
手　
　

小
林　

信
子

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川　

望

◎
放
射
線
技
師　
　

小
西　

学

◎
事
務
員　
　
　
　

砂
田　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

靖
子

　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

登
志
子

ど
う
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医）

古平町立診療所古平町立診療所

海のまちクリニック海のまちクリニック

オープンオープン !!!!

役場
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 鵜木先生から

　町民の皆様には、大変ご不便をおかけしてお
りましたが、５月９日から診療を開始しており
ます。
　診察室は、診療スペースを広くとり、圧迫感
のないプライバシーに配慮したものに改修しま
した。また、小さなお子様でも快適に待ち時間
を過ごせるよう受付前に小児コーナーを設けて
おります。
　当クリニックは町民の皆様に親しまれる身近
なクリニックを目指します。
　内科や外科、小児から大人
まですぐに相談できる診療所
になれるようスタッフ一同努
力して参りたいと思います。

生まれ変わった診療所施設 ・設備の一部を紹介します

←広々とした診察室。
お子さんが緊張しないよ
うに、キャラクターを飾
りました。

事務機器や待合室の家具
を一新し、キッズコーナー
も新設しました。→

←電子カルテの導入や電
動診察台への変更など細
部にわたり模様替えをし
ました。

医療機器の入替えを行い
ました。→

←家具やカーテンを一新
し、食器も使いやすい物
に変更しました。

すっきり広々とし、明る
い雰囲気に変わりました。
電子カルテも配備してい
ます。→

診察室

病室

処置室

待合室・受付

ナースステーション

検査室

 鵜木先生の略歴

◎生年月日　昭和５２年４月２７日生（満３９歳）
◎略歴
　・平成２０年３月　
　　　帝京大学医学部卒業
　・平成２０年４月　
　　　医師免許取得
　・平成２２年～　　
　　　盛岡赤十字病院常勤医師
　・平成２４年～　　
　　　医）恵尚会　クリニックきよ里院長就任
　・平成２７年～　　
　　　佐呂間町立　クリニックさろま副院長就任
　・平成２８年～　　
　　　古平町立　海のまちクリニック院長就任
◎保有資格
　産業医・認知症かかりつけ医
　健康スポーツ医

役場



4　広報ふるびら　2016. 6

　

全
国
で
人
口
減
少
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
お
り
、
古
平
町
の
人
口
も
約
40
年

後
に
は
１
０
０
０
人
を
下
回
る
推
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
古
平
町
で
は
人
口
減

少
対
策
と
し
て
ま
と
め
た「
古
平
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

い
て
、転
出
者
を
抑
制
し
、さ
ら
に
は
転
入

者
を
増
や
し
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を

緩
や
か
に
す
る
た
め
、
子
育
て
や
定
住
な

ど
に
対
す
る
支
援
を
今
年
度
か
ら
行
い
ま

す
。

　

広
報
ふ
る
び
ら
４
月
号
で
、
子
育
て
・

定
住
支
援
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
今
月
号
で
は
、
定
住
・
移
住
に
対
す
る

助
成
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

に
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
、
古

平
町
内
の
一
戸
建
て
住
宅
及
び
店
舗
や
事

務
所
併
用
住
宅
（
店
舗
や
事
務
所
併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
の
み
対
象
）

①
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
費
用
が
20
万
円
以

　

上
（
消
費
税
込
）
で
あ
る
こ
と

②
平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了
す
る

　

工
事
で
あ
る
こ
と

※
今
年
度
か
ら
、
町
外
建
設
業
者
で
工
事

　

を
行
う
場
合
に
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
町
等
が
実
施
す
る
そ
の
他
の
支
援
制
度

　

を
利
用
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
は
補
助

　

金
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

◆
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
住
宅
の
新
築
・
購
入
（
中
古
住
宅
購
入

　

後
の
申
請
は
可
）

・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
目
的
と
し
な
い
既
存
住

　

宅
の
解
体
工
事

・
住
宅
と
別
棟
の
車
庫
や
物
置
の
設
置
及

　

び
改
修

・
外
構
工
事
（
門
・
塀
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

　

舗
装
等
）

・
融
雪
設
備
の
設
置
及
び
改
修

・
家
電
製
品
、
家
具
等
の
設
置
及
び
交
換

・
設
計
費
、
工
事
監
理
費
等

◆
補
助
金
の
額

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
30
％
で
一
戸
あ

た
り
30
万
円
が
限
度
で
す
。

※
補
助
金
の
交
付
は
、
同
一
の
住
宅
・
１

　

人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。（
平
成
28

　

年
～
31
年
度
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
）

◆
申
込
み
で
き
る
方

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

①
古
平
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
、
又
は

　

６
か
月
以
内
に
住
民
登
録
が
見
込
ま
れ

　

る
方
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
建
物
に

　

現
に
居
住
又
は
居
住
予
定
で
あ
る
こ
と

②
申
込
者
及
び
そ
の
世
帯
員
そ
れ
ぞ
れ
の

　

当
年
度
個
人
町
民
税
課
税
標
準
額
が
３

　

０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

③
下
水
道
の
供
用
区
域
内
に
お
い
て
は
、

　

接
続
済
、
若
し
く
は
今
回
の
リ
フ
ォ
ー

　

ム
補
助
制
度
に
お
い
て
下
水
道
接
続
工

　

事
を
含
む
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
方

※
下
水
道
接
続
工
事
は
、
ト
イ
レ
と
他
の

　

雑
排
水
の
全
て
を
下
水
道
に
接
続
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
下
水
道
接
続
工
事
を
含
む
場
合
に
は
、

　

補
助
金
が
上
乗
せ
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。（
補
助
金
の
特
例
参
照
）

◆
補
助
金
の
申
込
み

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
、
工
事
費
内
訳
書
、
同
意
書
、

写
真
（
写
真
は
施
工
前
で
、
施
工
す
る
箇

所
・
範
囲
を
写
し
た
も
の
）

○
申
込
期
間　

平
成
28
年

　

４
月
１
日
か
ら
随
時

◆
補
助
金
の
特
例

○
新
規
の
下
水
道
接
続
工
事
を
含
む
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事

　

個
人
町
民
税
課
税
標
準
額
が
１
５
０
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
補
助
金
額
が

工
事
費
の
40
％
で
上
限
40
万
円
と
な
り
ま

す
。

○
事
務
所
等
の
下
水
道
接
続
工
事

　

次
の
要
件
を
満
た
す
法
人
又
は
個
人

が
、
町
内
に
所
有
す
る
事
務
所
、
工
場
、
店

舗
、
倉
庫
又
は
賃
貸
住
宅
な
ど
の
住
宅
以

外
の
建
物
に
下
水
道
接
続
を
行
う
場
合
に

も
、今
回
の
補
助
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

・
法
人
→
町
内
に
本
店
を
有
す
る
も
の
で
、

　

直
前
の
事
業
年
度
の
町
民
税
法
人
税
割 

　

が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

町への定住・移住を促進します !!町への定住・移住を促進します !!

家賃補助などの４つの助成を創設家賃補助などの４つの助成を創設

役場
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・
個
人
→
申
込
者
及
び
そ
の
世
帯
員
そ
れ

　

ぞ
れ
の
今
年
度
個
人
町
民
税
課
税
標
準

　

額
が
、
３
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

　

（
古
平
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
も
の

　

に
限
る
）

※
補
助
対
象
と
な
る
建
物
ご
と
に
補
助
を

　

行
い
ま
す
。

 

定
住
促
進
住
宅
建
築
等
補
助
金
制
度

　

町
内
に
住
宅
を
建
設
さ
れ
た
方
（
個
人

に
）に
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

①
補
助
を
受
け
た
住
宅
に
５
年
以
上
居
住

　

す
る
こ
と

②
３
親
等
以
内
の
親
族
か
ら
購
入
し
た
土

　

地
・
建
物
で
な
い
こ
と

③
世
帯
全
員
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◆
補
助
金
の
額

※
設
計
料
そ
の
他
住
宅
取
得
の
た
め
の
諸

　

経
費
等
は
対
象
外
で
す
。

※
町
内
建
設
業
者
で
住
宅
を
建
て
た
場
合

　

に
は
、
さ
ら
に
50
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ

　

ま
す
。

※
中
古
住
宅
取
得
後
に
は
、
住
宅
リ
フ
ォ

　

ー
ム
補
助
制
度
も
併
せ
て
利
用
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

◆
補
助
金
の
申
込
み

　

新
築
住
宅
の
着
工
前
、
中
古
住
宅
の
契

約
前
ま
で
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

認
定
申
請
書
、
新

築
住
宅
建
設
予
定
位

置
図
又
は
中
古
住
宅

取
得
予
定
位
置
図
、

定
住
誓
約
書
、
調
査

同
意
書

 

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
制
度

　

町
内
に
住
宅
を
借
り
て
住
む
場
合
に
家

賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

①
世
帯
全
員
が
平
成
28
年
１
月
１
日
以
後

　

に
住
民
登
録
し
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該

　

住
民
登
録
し
た
日
以
前
５
年
ま
で
の
間

　

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

②
賃
貸
す
る
住
宅
が
占
用
の
玄
関
・
便
所
・

　

浴
室
を
有
し
、
30
㎡
以
上
の
床
面
積
が

　

あ
る
こ
と

③
世
帯
員
に
当
年
度
個
人
町
民
税
課
税
標

　

準
額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
が
い

　

な
い
こ
と

④
世
帯
員
に
徴
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
生
活
保
護
世
帯
で
な
い
こ
と

⑥
世
帯
に
国
家
公
務
員
又
は
地
方
公
務
員

　

が
い
な
い
こ
と

◆
補
助
金
の
額

　

家
賃
月
額
×
補
助
割
合
（
20
％
又
は

10
％
）
で
上
限
月
額
１
万
円

○
補
助
割
合

・
賃
貸
契
約
者
が
40
歳
以
下
又
は
18
歳
以

　
　

下
の
者
を
養
育
し
て
い
る
方　

20
％

・
そ
れ
以
外
の
方　

10
％

※
共
益
費
及
び
駐
車
場
代
は
対
象
外
。
ま

　

た
、
勤
務
先
等
か
ら
住
宅
手
当
が
支
給

　

さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
金
額
を
除
い

　

た
額
を
家
賃
月
額
と
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
申
込
み

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
申
請
書
、
賃
貸
契
約
書
の
写

し
、
住
宅
間
取
図
、
誓
約
書
兼
同
意
書
、

世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

　

町
内
に
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
を
建
設
さ
れ
た
方

（
個
人
又
は
法
人
）
に
対
し
て
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
賃
貸
共
同
住
宅
の
主
な
要
件

・
下
水
道
供
給
区
域
に
新
築
す
る
こ
と

・
１
棟
あ
た
り
２
戸
以
上
の
戸
数
を
有
す

　

る
こ
と

・
各
戸
に
玄
関
、
便
所
、
洗
面
所
、
浴
室 

　

及
び
台
所
を
設
置
し
て
い
る
こ
と

・
１
戸
あ
た
り
車
１
台
以
上
の
駐
車
場
及

　

び
お
お
む
ね
１
・
５
㎡
以
上
の
物
置
を

　

設
置
し
て
い
る
こ
と

・
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
建
物
が
完
成

　

し
て
い
る
こ
と

◆
補
助
金
の
額

１
戸
あ
た
り

・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

１
３
０
万
円

・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

２
０
０
万
円

◆
申
込
期
間 

平
成
28
年
６
月
11
日
ま
で

　

こ
れ
ら
の
補
助
制
度
に
は
記
載
し
た
以

外
に
も
対
象
と
な
る
た
め
の
基
準
や
提
出

書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

役
場　

建
設
水
道
課　

建
築
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

 
定
住
促
進
共
同
住
宅
建
設
費

　
　
　
　
　
　
　

に
対
す
る
補
助
制
度

役場
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水
産
加
工
業
振
興
の
た
め
、

平
成
26
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
ふ
る
さ
と
納
税
贈
呈
品
事

業
で
す
が
、
平
成
27
年
度
は

３
億
６
０
８
０
万
４
７
０
２
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援

し
た
い
自
治
体
に
寄
付
を
す
る

と
、
そ
の
地
域
の
特
産
品
な
ど

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
寄

付
額
の
２
０
０
０
円
を
除
く
金

額
が
個
人
住
民
税
の
お
お
む
ね

２
割
を
限
度
と
し
て
所
得
税
と

住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

今
月
号
で
は
寄
付
の
状
況
や

使
い
道
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
は
約
３
億
６
０

０
０
万
円

　

古
平
町
で
は
、
町
内
の
水
産

加
工
業
者
な
ど
７
社
42
品
目
か

ら
寄
付
金
額
に
応
じ
て
贈
呈
品

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
所
得
税
な
ど
の

減
額
の
枠
が
２
倍
に
な
っ
た
ほ

か
、
古
平
町
で
も
贈
呈
品
の
種

類
な
ど
を
見
直
し
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
の
約
10
倍
の
金
額
、
３

億
６
０
８
０
万
４
７
０
２
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

■
約
２
億
４
５
０
０
万
円
が
町

内
水
産
加
工
業
者
な
ど
へ

　

ふ
る
さ
と
納
税
さ
れ
た
金
額

の
う
ち
約
７
割
は
贈
呈
品
を
贈

る
経
費
と
し
て
町
内
水
産
加
工

業
者
な
ど
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
郵
便
料
や
シ
ス
テ

ム
利
用
料
な
ど
の
そ
の
他
の
経

費
を
差
し
引
い
た
残
り
の
約
３

割
を
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

と
し
て
積
み
立
て
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
約
３
億
６
０

０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
約
２
億
５
０
０
０
万

円
が
贈
呈
品
を
贈
っ
た
町
内
水

産
加
工
業
者
な
ど
へ
支
払
わ
れ
、

残
り
の
約
１
億
１
０
０
０
万
円

を
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
に

積
み
立
て
ま
し
た
。（
表
２
参

照
）

■
寄
付
金
は
子
育
て
・
定
住
支

援
な
ど
に
活
用

　

積
み
立
て
た
寄
付
金
は
、
子

育
て
支
援
や
定
住
支
援
な
ど
の

人
口
減
少
対
策
を
中
心
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。　

　

平
成
28
年
度
は
、
子
育
て
世

帯
応
援
事
業
や
文
化
会
館
・
海

洋
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
の
改
修
事

業
、
住
宅
取
得
支
援
補
助
金
事

業
な
ど
６
１
３
０
万
円
、
21
事

業
を
実
施
し
ま
す
。（
表
３
参

照
）

■
今
後
の
取
組
み

　

古
平
町
で
は
平
成
27
年
度
で

大
幅
に
寄
付
額
を
増
や
し
ま
し

た
が
、
贈
呈
品
事
業
を
実
施
す

る
市
町
村
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
る
た
め
、
寄
付
額
を
維
持
し
、

さ
ら
に
は
増
や
し
て
い
く
こ
と

は
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

水
産
加
工
業
の
振
興
や
子
育

て
・
地
域
福
祉
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
大
き
な
財
源
と
し
て
い

く
た
め
、
今
後
は
贈
呈
品
の
見

直
し
や
新
商
品
の
開
発
な
ど
の

工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

平成２７年度ふるさと納税平成２７年度ふるさと納税３３億億６０００６０００万円万円

約２億４,５００万円が町内で循環
子育て・定住支援などにも活用

1
448
1,140

, ,

表１ ふるさと納税状況

表２ ふるさと納税の内訳
平成27年度 ３億6,080万4,702円

表３ 平成２８年度にふるさと納税を
　　 充てて実施する事業

役場
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Ｂ＆Ｇ海洋センター・プールオープン !!Ｂ＆Ｇ海洋センター・プールオープン !!
６月１日（水）午後１時６月１日（水）午後１時

オープン初日を無料開放します。（町民に限る）

幼児用プールもあります。

今年も多くの方の利用をお待ちしています。

◆開 放 期 間　６月１日（水）～９月３０日（金）

◆開 放 時 間　午後１時～午後８時３０分

◆休　館　日　毎週月曜日

　　　　　　　※但し、７月１８日（月）海の日及び９
　　　　　　　　月１９日（月）敬老の日については開

　　　　　　　　放します。

◆利 用 料 金　１日券　　　高校生以上　　　  ５０円

　　　　　　　　〃　　　　小・中学生　　　  ２０円

　　　　　　　シーズン券　高校生以上　 １，０００円

　　　　　　　　〃　　　　小・中学生　　  ５００円

◆お問合せ先　海洋センター　☎４２- ２３００

注意事項
①水泳帽を必ず着用してください。

②幼児が利用する場合は必ず保護者同伴とし 

　てください。（幼児は無料ですが保護者の利

　用料がかかります。）

③オムツのみ着用の遊泳は禁止です。
　※水遊び用オムツ使用の場合は、必ず水着　

　　を上から着用し、幼児用プールのみで遊　

　　泳してください。一般プールは禁止です。

④監視員等の指示に従い、利用上の注意を守っ

　てください。

○
日
時　

　

平
成
28
年
６
月
１
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所　

文
化
会
館

　

今
年
度
も
「
人
権
・
何
で
も

困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

　

う
わ
さ
や
悪
口
・
中
傷
、
嫌

が
ら
せ
、
夫
婦
や
親
子
な
ど
の

問
題
、
就
職
、
結
婚
、
職
場
や

給
与
な
ど
の
問
題
、
土
地
や
住

宅
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
児
童
生

徒
の
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
そ

の
他
日
常
生
活
の
様
々
な
問
題

で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、
小
樽
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

の
会
員
で
あ
る
古
平
町
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
受
け
し
ま
す
。
内
容
等
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

〈
古
平
町
人
権
擁
護
委
員
〉

○
西
館 

昌
巳
さ
ん　

☎
42-

２
５
８
５

○
田
畑  

正 

さ
ん　

☎
42-

２
１
７
９

○
坂
下 

肇
一
さ
ん

　
　

☎
０
９
０-

１
３
８
５-

３
９
０
５

　

相
談
は
古
平
町
以
外
で
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
お
問
合
せ
先

　
　

札
幌
法
務
局　

小
樽
支
局

　
　
　
　

☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

　

平
成
28
年
度
古
平
漁
港
東
し

ゃ
こ
た
ん
「
漁
協
祭
」
が
次
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日　

時　

　

６
月
12
日
、
６
月
26
日

　

７
月
24
日
、
10
月
10
日

　

午
前
９
時
～
売
切
れ
次
第

　

終
了

◆
場　

所　

　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協

　

生
産
部
前

　

鮮
魚
・
え
び
、
う
に
、
水
産

加
工
品
、
野
菜
、
果
物
の
ほ
か

ツ
ブ
な
ど
の
串
焼
き
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
買
っ
た
鮮
魚
な
ど
を

焼
い
て
食
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

　

６
月
～
７
月
に
は
、
う
に
丼
も
販
売
さ

れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
詳
細
・
お
問
合
せ
先

　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
生
産
部

　
　

☎
42-

２
５
１
８

人権・何でも困りごと相談所 古平漁港東しゃこたん 漁協祭開催！！

昨年の漁協祭の様子

お知らせ



8　広報ふるびら　2016. 6

　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

　

最
終
合
格
発
表　

11
月
15
日(

火)

　

ご
不
明
な
点
は
、
札
幌
国
税
局
又
は
最

寄
り
の
税
務
署(

総
務
課)

に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
　

☎
０
１
１-

２
３
１-

５
０
１
１

　

・
余
市
税
務
署

　
　

☎
22-

２
０
９
３

　

平
成
28
年
６
月
27
日
か
ら
７
月
３
日

ま
で
は
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
で
す
。

　

い
じ
め
、
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
心
配

ご
と
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁

護
委
員
が
電
話
相
談
時
間
を
延
長
し
て
対

応
し
、
解
決
に
導
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
受
付　

・
６
月
27
日
～
７
月
１
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
７
月
２
日
～
３
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
お
問
合
せ
先

　

専
用
相
談
電
話

　
　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
は
多
数

お
り
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状
況
を
み
る

と
、
社
会
保
険
等
の
未
加
入
や
適
正
な
労

働
条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
外
国
人

を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次
の
３
点
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で
あ
る

　

こ
と

②
雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を
行
う
こ
と

③
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め
適
正
な

　

雇
用
管
理
を
行
う
こ
と

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
雇
用
対
策
法

に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇

用
管
理
の
た
め
の
指
針
を
定
め
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
外
国
人
を
雇
用

す
る
際
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
又
は
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
い
ち

　
　
　

☎
22-

３
２
８
８

　

・
小
樽
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　

☎
０
１
３
４-

33-

７
６
５
１

　

保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
専
門
医
や
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

○
日
程
・
会
場

※
都
合
に
よ
り
相
談
日
時
が
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保

　

健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
不

　

安
や
心
配
を
持
っ
て
い
る
方
や
そ
の
家

　

族
等
（
原
則
、
精
神
科
や
心
療
内
科
を

　

受
診
し
て
い
な
い
方
）

○
相
談
方
法　

予
約
制
、
利
用
料
無
料　

※
予
約
申
込
は
相
談
日
の
３
日
前
ま
で

◇
お
問
合
せ
先

　

倶
知
安
保
健
所　

健
康
推
進
課　

健
康

　

支
援
係

　
　

☎
０
１
３
６-

23-

１
９
５
７

【
６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」
で
す
】

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内
】

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

活
躍
す
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

　

高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒
後
３
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者　

○
申
込
受
付
期
間

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

６
月
20
日(

月)

～
６
月
29
日(

水)

　
　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
　

http://www.jinjishiken.go.jp/

　
　

juken.html

　

②
郵
送
又
は
持
参

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き

　
　

な
い
場
合
は
、
第
１
次
試
験
地
を
管

　
　

轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務
局
に
郵
送

　
　

又
は
持
参
に
よ
り
申
込
書
を
提
出
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　
　

６
月
20
日(

月)

～
６
月
22
日(

水)

　
　

通
信
日
付
印
有
効

　
　

人
事
院
北
海
道
事
務
局　

　
　

〒
０
６
０
‐
０
０
４
２　

　
　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

○
第
１
次
試
験　

９
月
４
日(

日)

　

基
礎
能
力
試
験
、適
性
試
験
、作
文
試
験

　

合
格
発
表　

10
月
６
日(

木)

○
第
２
次
試
験　

10
月
12
日(

水)

～
10
月

　

21
日(

金)

の
う
ち
指
定
す
る
日

【
平
成
28
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
】

【
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
強
化
週
間
】

情報
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国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
の
は
、

次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
方

で
す
。

・
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方

・
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

・
道
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

　

こ
の
ほ
か
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
い
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
も
加
入

で
き
ま
す
。

○
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

①
掛
け
金
の
全
額
が
課
税
所
得
か
ら
控
除

　

さ
れ
、
所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
軽
減

　

さ
れ
ま
す
。
老
後
に
受
け
取
る
年
金
は

　

「
公
的
年
金
等
控
除
」
の
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

②
加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受
け
取
る
年

　

金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
に

　

合
わ
せ
た
年
金
設
計
が
で
き
ま
す
。

③
保
証
付
に
加
入
し
た
方
が
保
証
期
間
内

　

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
遺
族
の
方
に

　

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
国
民
年
金
基
金

　
　

☎
０
１
２
０-

65-

４
１
９
２

　

札
幌
国
際
芸
術
祭
２
０
１
７
（
Ｓ
Ｉ
Ａ

Ｆ
２
０
１
７
）
開
催
期
間
中
に
、
北
海
道

の
団
体
、
個
人
が
札
幌
市
内
で
実
施
す
る

事
業
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
内
容

　

次
の
要
件
を
満
た
す
自
由
な
発
想
の
事

業
を
募
集
し
ま
す
。

・
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｆ
２
０
１
７
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
で
あ
る
こ
と

・
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｆ
２
０
１
７
テ
ー
マ
や
大
友
ゲ

　

ス
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

踏
ま
え
て
い
る
こ
と

・
北
海
道
内
の
団
体
ま
た
は
道
内
在
住
の

　

個
人
が
行
う
事
業
で
あ
る
こ
と

・
事
業
を
実
施
す
る
期
間
の
一
部
ま
た
は

　

全
部
が
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｆ
２
０
１
７
開
催
期
間

　

に
重
な
っ
て
い
る
こ
と

・
札
幌
市
内
で
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
こ

　

と
（
会
場
は
事
業
者
自
身
が
確
保
す
る

　

こ
と
）

・
事
業
者
自
身
が
、
応
募
し
た
企
画
の
実

　

施
及
び
運
営
を
必
ず
で
き
る
こ
と

○
選
定
事
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト

・
大
友
ゲ
ス
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
担
当
ア

　

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
事
業
実
施
に
向
け

　

た
ア
ド
バ
イ
ス

・
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

　

イ
ト
で
の
広
報

・
事
業
実
施
費
の
支
援
（
上
限
額
は
１
事

　

業
あ
た
り
２
０
０
万
円
と
し
、
そ
の
範

　

囲
内
で
決
定
し
ま
す
。
）

○
募
集
期
間

　

平
成
28
年
５
月
９
日
～
６
月
24
日

○
応
募
方
法

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事
項
を
入
力
の
う
え

資
料
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
左
記
お
問
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
の
う
え
、
郵
送
か
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
応
募
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://siaf.jp/koubo

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
国
際
芸
術
祭
事
務
局
公
募
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
係

　
　

☎
０
１
１-

２
１
１-

２
３
１
４

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

６
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
、
30
分
ま
で
で
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

福
祉
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１　

○
自
衛
官
候
補
生
陸
・
海
・
空
（
男
子
）

　

を
募
集
し
ま
す
。

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域

　

事
務
所　

　
　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

□
５
月
１
日
付
※
（　

）
は
前
職

【
総
務
課
】

▼
総
務
係
（
産
業
課
商
工
観
光
係
）
本
間

久
美
子

【
産
業
課
】

▼
商
工
観
光
係
（
総
務
課
総
務
係
）
羽
生

圭
佑

【
建
設
水
道
課
】

▼
建
設
水
道
課
長
（
建
設
水
道
課
長
兼
建

設
管
理
係
長
）
高
野
龍
治 

▼
建
設
管
理

係
長
（
建
設
水
道
課
下
水
道
管
理
係
長
）

岩
崎
安
司 

▼
上
水
道
管
理
係
長
兼
下
水

道
管
理
係
長
（
建
設
水
道
課
上
水
道
管

理
係
長
）
竹
内
弘
悦 

▼
下
水
道
管
理
係

（
建
設
水
道
課
建
設
管
理
係
）
前
田
翔
大

【
国
民
年
金
基
金
～
国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を

プ
ラ
ス
。
自
分
で
入
る
公
的
な
個
人
年
金
～
】

【
札
幌
国
際
芸
術
祭
２
０
１
７
一
緒
に
つ

く
ろ
う
芸
術
祭
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

【
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内
】

【
各
種
自
衛
官
等
の
募
集
】

町
職
員
の
人
事
異
動

情報
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４
月
29
日
、
冬
期
間
雪
に
埋
も
れ
て
い

た
ご
み
を
拾
う
毎
年
恒
例
の
「
ク
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ふ
る
び
ら
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
町
民
へ
普
及
促
進
し

て
い
る
古
平
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
の
主
催

で
、
町
内
会
や
小
学
生
な
ど
お
お
よ
そ

１
６
０
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
Ｂ
＆
Ｇ
古
平
海
洋
ク
ラ
ブ

浅
野
副
会
長
が
「
こ
れ
か
ら
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
ま
す
。
自
分
達
の
ま
ち
を
自
分

達
で
き
れ
い
に
し
て
、
古
平
町
を
訪
れ
る

方
に
き
れ
い
な
風
景
を
見
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
町
内
２
方
面
に
分
か
れ
、
公

園
や
路
上
で
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
の
ご
み
を
約
１
時
間

か
け
て
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
岩
戸
彪
翔
く
ん
（
古
平
小
４

年
）
は
「
た
く
さ
ん
ご
み
を
拾
う
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

古
平
消
防
団
が
５
月
10
日
、
文
化
会
館

前
駐
車
場
等
で
、
消
防
演
習
を
行
い
ま
し

た
。
同
演
習
は
、
67
年
前
の
昭
和
24
年
５

月
10
日
、
西
部
方
面
一
帯
７
２
０
戸
を
焼

き
尽
く
し
、
死
者
２
人
、
負
傷
者
52
人
、

焼
損
面
積
10
万
３
２
７
４
㎡
と
い
う
大
惨

事
を
起
こ
し
た
「
古
平
の
大
火
」
を
教
訓

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
習
で
は
消
防
団
員
22
人
が
小
隊
訓
練

や
町
内
２
か
所
の
公
園
で
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
の
模
擬
火
災
訓
練
、
団
員

や
消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行
進
な
ど
に
真

剣
な
表
情
で
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

部
隊
演
習
終
了
後
、
表
彰
状
授
与
な
ど

が
行
わ
れ
、
本
間
町
長
は
「
整
然
と
機
敏

に
演
習
に
取
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
見
て
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

髙
野
団
長
は
「
経
験
不
足
の
若
い
団
員

も
多
い
で
す
が
、
町
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
古
平
消
防
団
表
彰
状
伝
達
者

　

・
消
防
庁
長
官　

功
労
章

　
　
　

団　

長　

髙
野　

俊
和

　

・
日
本
消
防
協
会
長　

精
績
章

　
　
　

副
団
長　

山
田　

良
介

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
に

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ふ
る
び
ら

67
年
前
の
古
平
の
大
火
を
教
訓
に
演
習
実
施

北
後
志
消
防
組
合
古
平
消
防
団 

消
防
演
習

町の出来事
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交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
交
通
ル

ー
ル
の
確
認
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
５
月

16
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
交
通
安
全
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

担
当
保
育
士
か
ら
道
路
の
横
断
の
仕
方

や
信
号
機
の
色
の
意
味
な
ど
を
学
ん
だ
あ

と
、
余
市
警
察
署
古
平
駐
在
所
大
熊
巡
査

長
か
ら
「
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
に
外
を

歩
く
と
き
は
お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
信
号
機
の
あ
る
道
路

を
横
断
し
な
が
ら
み
ど
り
公
園
ま
で
移
動

し
、
宅
急
便
の
ヤ
マ
ト
運
輸
に
よ
る
「
こ

ど
も
交
通
安
全
教
室
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

ヤ
マ
ト
運
輸
社
員
９
人
は
車
の
模
型
を
使

っ
て
「
車
の
周
り
で
遊
ぶ
と
ど
う
し
て
危

な
い
の
か
」
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

園
児
た
ち
は
実
際
に
配
達
に
使
用
し
て
い

る
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
し
て
、
子
ど
も
が
車

の
周
り
で
遊
ん
で
い
て
も
運
転
手
さ
ん
か

ら
は
見
え
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

た
い
よ
う
組
の
瀧
野
登
く
ん
は
「
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た

し
、
大
事
な
お
話
を
た
く
さ
ん
し
て
く
れ

た
の
で
こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た

　

５
月
16
日
、
文
化
会
館
で
、
ふ
る
び
ら

新
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
キ

ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
ま
し

た
。
古
平
町
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
古
平

町
で
と
れ
る
農
水
産
物
を
使
用
し
た
「
新

ご
当
地
グ
ル
メ
」
を
開
発
す
る
に
あ
た
り
、

元
じ
ゃ
ら
ん
編
集
長
の
ヒ
ロ
中
田
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
に
は

町
内
飲
食
店
関
係
者
や
町
民
な
ど
約
65
人

が
参
加
。

　

本
間
町
長
は
「
ご
当
地
グ
ル
メ
を
目
的

に
古
平
町
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

お
店
や
団
体
な
ど
の
枠
を
超
え
て
協
力
し
、

い
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

講
演
で
は
ヒ
ロ
中
田
氏
が
こ
れ
ま
で
携

わ
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
の
成
功
事
例
で
あ

る
青
森
県
の
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ
丼
な

ど
を
紹
介
し
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
地
域
の
総
合
力
が
必
要
。

今
日
の
講
演
を
聞
い
て
古
平
町
を
活
性
化

し
よ
う
と
思
う
人
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て

く
れ
れ
ば
」
と
話
し
、
古
平
町
の
ご
当
地

グ
ル
メ
と
し
て「
古
平
ホ
ッ
ケ
の
刺
身
膳
」

の
企
画
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。「
古
平
ホ

ッ
ケ
の
刺
身
膳
」
は
古
平
で
獲
れ
る
ホ
ッ

ケ
を
使
用
し
た
お
膳
ス
タ
イ
ル
で
、
積
丹

半
島
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
古
平
ホ
ッ
ケ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り

ま
す
。

　

新
ご
当
地
グ

ル
メ
は
、
今
後
、

月
１
～
３
回
の

商
品
開
発
会
議

を
行
い
、
平
成

29
年
３
月
上
旬

の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
事
故
を
防
ぐ

交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
事
故
を
防
ぐ

幼
児
セ
ン
タ
ー　

交
通
安
全
指
導

新
ご
当
地
グ
ル
メ
は
「
古
平
ホ
ッ
ケ
の
刺
身
膳
」

新
ご
当
地
グ
ル
メ　
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

町の出来事
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４
月
20
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
浜
町
お
達

者
ク
ラ
ブ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
介

護
予
防
と
閉
じ
こ
も
り
防
止
を
目
的
に
、
浜

町
・
西
部
・
沖
町
の
３
か
所
で
毎
月
開
催
し

て
お
り
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
南
北
海
道
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式

会
社
余
市
セ
ン
タ
ー
か
ら
２
名
の
講
師
を
招

い
て
お
な
か
の
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
17
人
は
、
腸
に
は
体

全
体
の
免
疫
に
関
わ
る
細
胞
の
約
60
％
が
集

ま
っ
て
い
る
た
め
、
健
康
な
体
を
維
持
す
る

た
め
に
は
適
度
な
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
な
ど
の
ほ
か
、
お
な
か
の
調
子
を
整
え

る
こ
と
も
大
切
だ
と
説
明
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

講
師
は
「
今
日
の
お
話
を
参
考
に
お
な
か

の
健
康
を
維

持
し
て
い
た

だ
き
、
皆
さ

ん
元
気
に
過

ご
し
て
も
ら

え
た
ら
と
思

い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。

４/28（木） 「プレミアム率２０％２０００組を発売」 ～商工会プレミアム商品券発売

　

町
内
商
店
で
の
購
買
力
の
ア
ッ
プ
を
ね
ら

い
と
し
た
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
、

４
月
28
日
、
文
化
会
館
と
古
平
町
商
工
会
で

売
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
20
％
で
、
五
百
円
券

と
千
円
券
を
組
み
合
わ
せ
１
組
１
万
円
の

２
０
０
０
組
を
用
意
し
販
売
し
ま
し
た
。
年

金
受
給
者
や
歩
行
困
難
方
は
事
前
予
約
が
可

能
で
、
予
約
し
た
方
に
限
り
商
工
会
が
配
達

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
初
日
は
両
会
場
で
１
５
５
６
組
が

売
れ
、
９
月
に
も
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
で

３
０
０
０
組
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

　

５
月
２
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も

の
日
の
由
来
や
意
味
を
知
る
こ
と
を
目
的
に

子
ど
も
の
日
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
担
当
保
育
士
が
紙
芝
居
な
ど

で
「
み
ん
な
が
強
く
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
る

よ
う
に
こ
い
の
ぼ
り
や
五
月
人
形
を
飾
り
ま

す
」と
子
ど
も
の
日
の
由
来
を
説
明
し
た
後
、

事
前
に
画
用
紙
や
折
り
紙
を
使
っ
て
作
成
し

た
こ
い
の
ぼ
り
や
兜
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
の
最
後
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
歌
に

合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
元
気

よ
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
い
よ
う
組
の
中
村
瑠
依
く
ん
は
「
こ

い
の
ぼ
り
作
り
は
吹
流
し
や
こ
い
の
ぼ
り

を
モ
ー
ル
で
留
め
る
の
が
上
手
に
で
き

た
。
ゲ
ー
ム
も
み
ん
な
で
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

５ /２（月） 「強く元気いっぱいに育って」 ～幼児センター子どもの日の会

４/20（水） 「おなかの調子を整えて健康な体を」 ～浜町お達者クラブ

その他の出来事
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次
の
要
件
に
該
当
す
る
世

帯
は
、
申
請
を
す
る
こ
と
で

水
道
料
金
が
軽
減（
以
下「
減

免
」）
さ
れ
ま
す
。

※
既
に
水
道
料
金
の
減
免
を

　

受
け
て
い
る
方
は
、
改
め

　

て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
が
、
減
免
さ
れ
る

　

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

　

た
場
合
は
、
速
や
か
に
届

　

け
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

　

す
。

〈
要
件
〉
次
の
①
～
⑤
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
で
、

住
民
税
が
非
課
税
世
帯

水道料金の軽減申請

①
70
歳
以
上
の
独
居
世
帯

②
母
子
又
は
母
子
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

③
生
計
の
中
心
者
が
身
障
手
帳
１
級
又

　

は
２
級
を
所
持
し
て
い
る
世
帯

④
妻
が
生
計
の
中
心
者
で
、
身
障
手
帳

　

１
級
又
は
２
級
を
所
持
す
る
夫
を
扶

　

養
し
て
い
る
世
帯

⑤
災
害
等
で
生
活
困
窮
し
て
い
る
世
帯

〈
減
免
内
容
〉
一
般
家
庭
用
月
額
基
本
料

金
を
２
０
０
円
軽
減
し
ま
す
。（
基
本
料

金
を
２
２
０
０
円
→
２
０
０
０
円
）

◇
お
問
合
せ
先

　

建
設
水
道
課 

上
水
道
管
理
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
50
）

　

町
で
は
、
年
々
増
加
す
る

ヒ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
な
ど
に
よ

る
農
林
業
被
害
防
止
の
た
め
、

地
元
猟
友
会
に
協
力
を
い
た

だ
き
捕
獲
・
駆
除
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の

高
齢
化
が
進
み
担
い
手
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
免
許
を

取
得
し
て
、
捕
獲
・
駆
除
従

事
者
と
し
て
活
動
さ
れ
る
人

に
取
得
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

狩猟免許取得助成
についてのお知らせ

者・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

・
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
狩
猟

　

免
許
を
取
得
し
た
者

・
北
海
道
猟
友
会
余
市
支
部
古
平
分
区

　

に
入
会
し
た
者

■
助
成
金
額　

・
網
猟
、
わ
な
猟
狩
猟
免
許　

５
千
円

・
第
一
種
銃
猟
狩
猟
免
許　
　

７
千
円

※
取
得
費
用
が
上
記
金
額
に
満
た
な
い

　

場
合
は
、
取
得
費
用
が
上
限
と
な
り

　

ま
す
。

◇
お
問
合
わ
せ
先

　

北
海
道
猟
友
会
余
市
支
部
古
平
分
区

　

（
事
務
局　

役
場
産
業
課
農
政
係
）

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
45
）

★ステップ１「読み聞かせ」

　絵本の読み聞かせは生後一年に満たない幼児でも喜ぶと

いいます。読み聞かせを繰り返しおこなうことで、子ども

の「もっと読んで」という欲求が高まっていくそうです。

★ステップ２「自分で声に出して読む」

　特に言葉を覚えていく段階での音読は効果的だといいま

す。自分で発音し、自分の耳に入れることによってからだ

に馴染みやすく、注意力や意識の持続力も音読によって高

まるそうです。

★ステップ３「線を引きながら読む」

　自分が重要だと思った部分や面白いと感じた部分に線を

引きながら読むことで、自分を積極的に本の内容に関わら

せていくことができるといいます。図書室の本など線を引

いてはいけないものには付箋を使うという手もあります。

★ステップ４「読書のギアチェンジ」

　ギアチェンジとは「緩急をつけて読む」ということで、

本によって読み方や読む速度を変えたり、一冊の本の中で

も、素早く読み進めたり、じっくり考えながら読んだりと、

いわゆる合理的な読書の仕方です。この段階になると、本

の中で重要なポイントかそうでないかを素早く判断する力

が必要となってきます。

　

今
回
は
、
教
育
学
者
で

作
家
の
齋
藤
孝
さ
ん
の
著

書
『
読
書
力
』
か
ら
学

ぶ
、
読
書
の
技
を
紹
介
し

ま
す
。

　

齋
藤
孝
さ
ん
は
、
著
書

『
読
書
力
』
で
、
読
書
に

は
上
達
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ

る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
読
書
上
達
の
プ

ロ
セ
ス
を
ス
テ
ッ
プ
１
か

ら
４
に
分
け
て
説
明
し
て

い
る
の
で
簡
単
に
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

文
化
会
館
図
書
室

　

★
開
室
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　

（
司
書
は
木
曜
日
午
後
と
金
曜
日
）

　

★
貸
出
冊
数　

１
人
５
冊
ま
で 

　

★
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会　

☎
42
ー
２
５
９
０

を
踏
み
な
が
ら
本
を
読
む
こ
と
で
、
大
概

の
本
を
読
み
こ
な
せ
る
技
術
が
身
に
付

き
、
読
書
が
習
慣
づ
け
ら
れ
る
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
実
践
し
て
み

て
、「
読
書
力
」
を
高
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

情報
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古
平
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式

が
４
月
16
日
、
古
平
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
は
古
平
小
学
校
９
人
と
美
国
小
学

校
４
人
の
13
人
で
、
丸
岡
哲
也
団
長
（
古

平
小
学
校
教
頭
）
は
「
昨
年
は
素
晴
ら
し

い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
今
年

も
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
西
内
隆
斗
く
ん
（
古
平

小
学
校
６
年
）
は
「
一
つ
で
も
多
く
勝
ち

た
い
。
監
督
、
コ
ー
チ
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
決
意
表
明
を
し
ま
し

た
。

　

式
後
、
保
護
者
ら
か
ら
少
年
団
に
新
し

い
団
旗
と
応
援
旗
、
練
習
球
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

５
月
か
ら
は
各
種
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
ス
ポ
ニ
チ
旗
争
奪
小
樽
・
札
幌
は

ま
な
す
協
会
・
後
志
少
年
軟
式
野
球
大
会

と
太
陽
グ
ル
ー
プ
旗
争
奪
少
年
軟
式
野
球

大
会
で
は
惜
し
く
も
１
回
戦
敗
退
。
５
月

７
日
か
ら
小
樽
市
で
行
わ
れ
て
い
る
読
売

旗
争
奪
小
樽
・
後
志
少
年
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
は
30
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
、１
・

２
回
戦
を
勝
ち
進
み
、
３
回
戦
も
15
対
４

で
勝
利
し
ベ
ス
ト
４
進
出
。
準
決
勝
は
５

月
21
日
に
行
わ
れ
ま
す
。（
５
月
19
日
現
在
）

今
年
度
も
更
な
る
活
躍
を
誓
う

今
年
度
も
更
な
る
活
躍
を
誓
う

古
平
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団   

結
団
式

背番号 4
上野　杏奈
古平（６年）

背番号 3
野村　咲月
古平（６年）

背番号 2
荒谷　波音
古平（６年）

背番号 1
中村　日菜
古平（６年）

背番号 10
西内　隆斗
古平（６年）

背番号 9
井端　琉翔
古平（３年）

背番号 8
田中　大聖
古平（５年）

背番号 7
井端　大翔
古平（５年）

背番号 6
古川　真郷
美国（６年）

背番号 5
木村　海琉人
美国（６年）

住民紹介
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株
式
会
社
福
津
組
は
、３
月
16
日
、

除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
や
大
型
シ
ョ
ベ
ル

な
ど
で
家
族
旅
行
村
の
管
理
棟
前
駐

車
場
か
ら
頂
上
ト
イ
レ
駐
車
場
ま
で

の
除
雪
を
実
施
。

　

施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
大
き

く
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
役
場
町
長
室

で
、
地
域
貢
献
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
除
雪
を
行
っ
た
株

式
会
社
福
津
組
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

除雪ボランティアに
感謝状贈呈

町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は５月に誕生日を
迎えた子どもです。

保護者　利信さん
        真由さん
　　 　 （入船町）

日野 愛
あ み り

美莉 ちゃん

５月 23 日生

（真由さんより）　　　   　
優しい子に育ってほしい

　

平
成
28
年
６
月
１
日
を
調
査
基
準
日
と

し
て
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
全
国
全
て
の
事
業
所
・
企
業

が
対
象
で
、
売
上
な
ど
の
経
理
項
目
を
一

時
点
で
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。
調

査
結
果
は
、
国
の
施
策
を
は
じ
め
、
地
域

の
産
業
振
興
な
ど
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
20
日
（
金
）
か
ら
調
査
員
が
町
内

の
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
の
依
頼
、
調

査
書
類
の
配
布
・
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
統
計
法
」
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
、
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計

作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に

は
、
絶
対
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◇
総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
北
海
道
・
古

平
町

○
経
済
セ
ン
サ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
c
e
n
s
u
s
2
0
1
6
.
s
t
a
t
.

go.jp/

背番号 13
村木　健太
美国（２年）

背番号 12
丹場　祥平
美国（２年）

背番号 11
堀　樹蘭
古平（２年）

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

　
　
　
　
　
　

を
実
施
中
で
す

情報住民紹介
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平
成
28
年
５
月
27
日
発
行
第
４
８
７
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
企
画
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

６
月
号

古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

凪
待
ち
の
舳
先
く
す
ぐ
る
春
の
風　
　
　

春
潮
に
乗
れ
ば
船
足
滑
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

　
波
し
ぶ
き
砕
け
し
岬
の
名
残
雪　
　
　
　

名
残
雪
川
の
流
れ
に
呑
ま
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
窓
越
し
に
見
ゆ
る
限
り
の
春
惜
し
む　
　

初
花
の
彩
香
に
酔
ひ
し
鳥
語
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

し
ゃ
ぼ
ん
玉
吹
け
ば
子
供
等
追
ひ
か
け
る

マ
マ
友
と
膝
を
な
ら
べ
て
花
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

前月比

人　口 3,262人 （ー21）

男 1,545人 （ー12）

女 1,717人 （ー９）

世帯数 1,813世帯 (ー３）

外国人 　 33人 （ ０ ）

男     2人 ( ０ ）

女    31人 （ ０ ）

町の人口と世帯数

（平成28年４月末日現在住民基本台帳人口）

山
ほ
ど
の
捨
雪
と
け
て
浅
葱
の
肌
ま
だ
白
し
四
・
五
日
待
つ
か　
　
　
　

泉　
　
　

清　

三

並
み
立
つ
裸
樹
渡
る
日
の
光
小
枝
ゆ
ら
し
て
早
春
の
風　
　
　
　
　
　
　

金　

子　

寿　

子

友
か
ら
の
ハ
ガ
キ
に
描
か
れ
し
福
寿
草
日
ざ
し
を
受
け
て
咲
く
花
五
つ　

坂　

本　

信　

子

落
葉
松
の
林
に
春
の
日
の
渡
り
鳥
ら
嬉
し
げ
に
さ
へ
づ
り
飛
び
交
ふ　
　

鈴　

木　

時　

子

そ
ち
こ
ち
に
緑
目
に
付
く
こ
の
頃
は
少
な
き
な
が
ら
心
も
軽
く　
　
　
　

田　

中　

香　

春
近
し
三
寒
四
温
の
く
り
返
し
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
と
弥
生
の
雨
と　
　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

あ
ど
け
な
く
ほ
ほ
え
み
か
け
る
嬰
児
よ
健
や
か
な
れ
と
只
々
祈
る　
　
　

小
山
内　

い
お
子

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

◎
現
金

　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

橋　

場　

京　

子
（
栄　

町
） 

中な
か

野の　

優ゆ

め愛

芳は

が賀 　

 

月る
な     

氏　
　

名

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

ちゃ
ん

ちゃ
ん

４
・
22

４
・
11

生
年
月
日

基 真 保
護
者さ

ん
さ
ん

浜　

三

丸
山
町

町
内

茅
野　

広
之

木
村　

ヨ
子

細
野　
　

博

髙
谷　

達
雄

仲
谷
知
枝
子

長
谷
川
弘
志

宮
津　

昇
二

髙
橋　

ミ
ナ

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

54
歳

83
歳

80
歳

95
歳

89
歳

86
歳

87
歳

96
歳

年
齢

５
・
12

５
・
10

５
・
７

５
・
２

４
・
30

４
・
23

４
・
20

４
・
11

死
去
月
日

浜　

三

丸
山
町

浜　

五

入
船
町

入
船
町

旭　

町

浜　

三

港　

町
町
内

◇
６
月
５
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

  　

 

（
☎
22-

２
４
４
７
）

◇
６
月
10
日
（
金
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　

  

（
☎
32-

３
４
５
５
）

◇
６
月
12
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク　

            　
　

（
☎
21-

４
５
７
０
）

◇
６
月
19
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
48-

５
０
０
０
）

◇
６
月
26
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21-

５
５
６
６
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７

　
　
　
　
　
　

時

　

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　
　

整
形
外
科

６
月
の
休
日
当
番
病
院

投稿・くらし


